
○

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
表

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
過
疎
地
域
の
市
町
村
か
ら
除
か
れ
る
市
町
村
の
基
準
）

（
過
疎
地
域
の
市
町
村
か
ら
除
か
れ
る
市
町
村
の
基
準
）

第
一
条

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

第
一
条

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二

条
第
一
項
の
政
令

で
定
め
る
収
入
は
、
地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭

条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
収
入
は
、
地
方
財
政
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

和
二
十
三
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

売
得
金
及
び
売
上
金
に
係
る
収
益
と
し
て
得
ら
れ
る
収
入
と
す
る
。
こ
の
場

売
得
金
及
び
売
上
金
に
係
る
収
益
と
し
て
得
ら
れ
る
収
入
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
当
該
収
益
の
額
は
、
同
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
金
額

合
に
お
い
て
、
当
該
収
益
の
額
は
、
同
条
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
金
額

と
す
る
。

と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
一
項
の
政
令

で
定
め
る
金
額
は
、
次
に
定
め
る
と

２

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
次
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

一

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
該
当
す

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
に
該
当
す

る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
十
三
億
円

る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
十
三
億
円

二

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
二
十
億

二

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
二
十
億

円

円

三

法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て

三

法
第
二
条
第
一
項
第
三
号

に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て

は
、
四
十
億
円

は
、
四
十
億
円

３

第
一
項
の
収
入
に
つ
い
て
の
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

３

第
一
項
の
収
入
に
つ
い
て
の
法
第
二
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
同
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

は
、
同
項
に
規
定
す
る
収
入
の
額
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
十

一

前
項
第
一
号
の

市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
十

年
度
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
同
号

の
規
定

年
度
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す

を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す

る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属

る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属

す
る
年
度
の
前
年
度
）
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

す
る
年
度
の
前
年
度
）
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

二

法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

二

前
項
第
二
号
の

市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

十
年
度
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

十
年
度
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額



三

法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

三

前
項
第
三
号
の

市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

十
四
年
度
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

十
四
年
度
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

四

法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
市
町
村
に
あ
っ
て
は
、
平
成
二

（
新
設
）

十
七
年
度
の
公
営
競
技
に
係
る
収
入
の
額

（
沖
縄
県
の
市
町
村
に
関
す
る
特
例
）

（
沖
縄
県
の
市
町
村
に
関
す
る
特
例
）

第
二
条

沖
縄
県
の
市
町
村
に
対
す
る
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
三
十

第
二
条

沖
縄
県
の
市
町
村
に
対
す
る
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
（
法
第
三
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

お
い
て
同
じ
。
）
、
第
二
号
及
び
第
三
号

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
の
統
計
法
（
千
九
百
五
十
四
年
立
法
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
規

は
、
沖
縄
の
統
計
法
（
千
九
百
五
十
四
年
立
法
第
四
十
三
号
）
第
五
条
の
規

定
に
よ
り
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
三

定
に
よ
り
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に
係
る
昭
和
三

十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
年
の
人
口
及
び
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
は
、
そ

十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
年
の
人
口
及
び
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に

れ
ぞ
れ
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
市
町
村
人
口
に

係
る
昭
和
三
十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
年
の
人
口
及
び
昭
和
四
十
五
年
の

係
る
昭
和
三
十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
年
の
人
口
及
び
昭
和
四
十
五
年
の

人
口
と
み
な
す
。

人
口
と
み
な
す
。

（
財
政
力
指
数
等
の
算
定
方
法
）

（
財
政
力
指
数
等
の
算
定
方
法
）

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読

第
三
条

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規

定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
値
の
区
分
に

定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
値
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
第
十
四
条
の

規
定
に
よ
り
算
定
し
た
市
町
村
の
基
準
財
政
収
入
額
を
同
法
第
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
市
町
村
の
基
準
財
政
需
要
額
で
除
し
て
得
た

数
値

小
数
点
以
下
五
位
未
満
の
数
値
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
数
値
と
す

る
。

二

前
号
に
規
定
す
る
数
値
で
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
（
法
第

二

前
号
に
規
定
す
る
数
値
で
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
（
法
第

三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え

三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
国
勢
調
査

て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
前

の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
前

三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
各
年
度
に
係
る
も
の

三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
各
年
度
に
係
る
も
の



を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数
値

小
数
点
以
下
二
位
未
満
の
数
値

を
合
算
し
た
も
の
の
三
分
の
一
の
数
値

小
数
点
以
下
二
位
未
満
の
数
値

を
切
り
捨
て
て
得
た
数
値
と
す
る
。

を
切
り
捨
て
て
得
た
数
値
と
す
る
。

２

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十

２

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

法
第
三
十

二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
値
の
区
分
に
応
じ
、

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
値
の
区
分
に
応
じ
、

当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
に
規
定
す
る
数
値

小
数
点
以
下

四
位
ま
で
の
数
値
を
算
出
し
、
当
該
数
値
に
つ
い
て
小
数
点
以
下
二
位
未

満
を
順
次
四
捨
五
入
し
て
得
た
数
値
と
す
る
。

二

法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
に
規
定
す
る
数
値

小
数
点
以
下

三
位
未
満
の
数
値
を
四
捨
五
入
し
て
得
た
数
値
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
二

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
第
二

条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第

す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
条
第
一
項
第
二
号
本
文
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成

二
条
第
一
項
第
二
号
本
文
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成

十
年
度
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の

十
年
度
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の

規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に
規
定

規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定

す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属

す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日
の
属

す
る
年
度
前
三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の

す
る
年
度
前
三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の

は
「
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
」
と
、
前
項
中
「
第
二
条
第

は
「
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
」
と
、
前
項
中
「
第
二
条
第

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に

一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第

一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一

一
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一

号
イ
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ニ
」
と
、
同

号
イ
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ニ
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条

項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条

第
一
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
第
二
号
ロ
及
び
ハ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ



る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
本
文
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
八
年

る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
本
文
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
八
年

度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一

度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十

項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十

二
条
に
規
定
す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ

二
条
に
規
定
す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ

れ
た
日
の
属
す
る
年
度
前
三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

れ
た
日
の
属
す
る
年
度
前
三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
」
と
、
第

」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
」
と
、
第

二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第

二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

法
第

三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ

三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「

る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「

第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号

第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号

イ
及
び
ニ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
」
と

イ
及
び
ニ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ
及
び
ハ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。

る
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る

（
新
設
）

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
本
文
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
平
成
八
年

度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一

項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
は
、
法
第
三
十
二
条
に

規
定
す
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
の
年
齢
別
構
成
が
公
表
さ
れ
た
日

の
属
す
る
年
度
前
三
箇
年
度
内
。
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
」
と
、
第
二
項
中

「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
同
項
第
一
号
中
「
第
二
条

第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ニ
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
及
び

ニ
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ
及
び
ハ
」
と
あ
る
の

は
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
ロ
及
び
ハ
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
財
政
力
指
数
等
の
算
定

（
市
町
村
の
廃
置
分
合
等
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
財
政
力
指
数
等
の
算
定



方
法
）

方
法
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

平
成
九
年
四
月
一
日
以
降
に
お
け
る
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界

変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い

て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に

は
、
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
の
各
年
度
の
う
ち
当
該
算
定
の
基

礎
と
な
る
当
該
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界
変
更
の
日
の
属
す
る
年
度
前

の
各
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
廃
置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
」
と

い
う
。
）
の
基
準
財
政
収
入
額
又
は
基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
方
法
は
、
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
廃

置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
に
係
る
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条
の
規
定
に

よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
又
は
同
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
算

定
し
た
基
準
財
政
需
要
額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と

す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
当
該
廃
置
分
合
後
の
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
の

四
月
一
日
に
存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号

の
例
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町

村
の
廃
置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
に
お
け
る
地
方
交
付
税
法
第
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
収
入
額
又
は
同
法
第
十
一
条
の
規
定

に
よ
り
算
定
し
た
基
準
財
政
需
要
額
に
当
該
境
界
変
更
に
係
る
区
域
を
そ

の
区
域
と
す
る
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
の
四
月
一
日
に

存
在
し
た
も
の
と
仮
定
し
て
同
法
第
九
条
第
二
号
の
例
に
よ
り
計
算
し
た

基
準
財
政
収
入
額
又
は
基
準
財
政
需
要
額
を
各
年
度
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
合

算
す
る
も
の
と
す
る
。

四

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界

変
更
後
の
市
町
村
が
廃
置
分
合
等
年
度
前
の
各
年
度
の
四
月
一
日
に
存
在

し
た
も
の
と
仮
定
し
て
地
方
交
付
税
法
第
九
条
第
二
号
の
例
に
よ
り
計
算

す
る
も
の
と
す
る
。



２

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
日
以
降
に
お
け
る
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界

２

昭
和
三
十
五
年
十
月
二
日
以
降
に
お
け
る
市
町
村
の
廃
置
分
合
又
は
境
界

変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い

変
更
に
よ
り
新
た
に
設
置
さ
れ
、
又
は
境
界
が
変
更
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
い

て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ

て
、
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

ら
の
規
定
を
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
算
定
の
基
礎
と

含
む
。
）
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
算
定
の
基
礎
と

な
る
当
該
市
町
村
の
昭
和
三
十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
又
は

な
る
当
該
市
町
村
の
昭
和
三
十
五
年
の
人
口
、
昭
和
四
十
五
年
の
人
口
又
は

平
成
七
年
の
人
口
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一

平
成
七
年
の
人
口
（
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一

号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に

号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に

規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五

規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五

年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
の
算
定
方
法

年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
の
算
定
方
法

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一
～
四

（
略
）

一

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
二
以
上
の
市
町
村
の
区
域
を
そ
の
ま
ま
市
町
村
の

区
域
と
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
廃
置
分
合
前
の
各
市
町
村
の
国

勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口
を
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

廃
置
分
合
に
よ
っ
て
一
の
市
町
村
の
区
域
を
分
割
し
た
市
町
村
に
つ
い

て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
以
外
の
区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ

る
人
口
を
当
該
廃
置
分
合
前
の
市
町
村
の
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る
人
口

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

三

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
増
し
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界

変
更
に
よ
り
当
該
市
町
村
の
区
域
と
な
っ
た
区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結

果
に
よ
る
人
口
を
当
該
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
区
域
に
係
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
に
そ
れ
ぞ
れ
合
算
す
る
も
の
と
す
る
。

四

境
界
変
更
に
よ
っ
て
区
域
を
減
じ
た
市
町
村
に
つ
い
て
は
、
当
該
境
界

変
更
に
よ
り
他
の
市
町
村
の
区
域
と
な
っ
た
区
域
に
係
る
国
勢
調
査
の
結

果
に
よ
る
人
口
を
当
該
境
界
変
更
前
の
市
町
村
の
区
域
に
係
る
国
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定

３

前
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
数
値
を
算
定

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
平
成

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
平
成

九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
、
「
第
二
条

九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
九
年
四
月
一
日
」
と
、
「
第
二
条

第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
本
文
」
と
、

第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
二
号
本
文
」
と
、

「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
度
か

「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
八
年
度
か



ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
」
と
、
前
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書

ら
平
成
二
十
年
度
ま
で
」
と
、
前
項
中
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書

及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ

及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一

項
第
二
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
「
昭
和
四
十
五
年
」

項
第
二
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」
と
、
「
昭
和
四
十
五
年
」

と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
五
年
」
と
、
「
平
成
七
年
の
人
口
（
法
第
三
十
二

と
あ
る
の
は
「
昭
和
五
十
五
年
」
と
、
「
平
成
七
年
の
人
口
（
法
第
三
十
二

条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す

条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該
年
か

ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国
勢
調

ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
の
人
口
」
と
読

査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
十
七
年
の
人
口
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

４

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
平
成
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
」

項
中
「
平
成
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
」

と
、
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三

と
、
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三

号
本
文
」
と
、
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平

号
本
文
」
と
、
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平

成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
三
十

成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
三
十

五
年
十
月
二
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
年
十
月
二
日
」
と
、
「
第
二
条

五
年
十
月
二
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
年
十
月
二
日
」
と
、
「
第
二
条

第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法

第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（

法

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と

あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」

あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
三
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
」

と
、
「
昭
和
三
十
五
年
の
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
年
の
」
と
、
「
昭
和

と
、
「
昭
和
三
十
五
年
の
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
年
の
」
と
、
「
昭
和

四
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
六
十
年
」
と
、
「
平
成
七
年
の
人
口
（
法

四
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
六
十
年
」
と
、
「
平
成
七
年
の
人
口
（
法

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え

第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
に
は

、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は

て
適
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は

当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近

当
該
年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
の

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
の

人
口
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

人
口
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

５

第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
に
規
定
す
る

（
新
設
）

数
値
を
算
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一

項
中
「
平
成
九
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
」

と
、
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
本
文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
四



号
本
文
」
と
、
「
平
成
八
年
度
か
ら
平
成
十
年
度
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
」
と
、
第
二
項
中
「
昭
和
三
十

五
年
十
月
二
日
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
五
年
十
月
二
日
」
と
、
「
第
二

条
第
一
項
第
一
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
を

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」

と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
第
四
号
た
だ
し
書
及
び
同
号
イ
か
ら
ニ
ま
で

」
と
、
「
昭
和
三
十
五
年
の
」
と
あ
る
の
は
「
昭
和
四
十
五
年
の
」
と
、
「

昭
和
四
十
五
年
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
年
」
と
、
「
平
成
七
年
の
人
口
（

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
を
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
に
は
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
基
準
年
又
は
当
該

年
か
ら
起
算
し
て
二
十
五
年
若
し
く
は
三
十
五
年
以
前
に
お
い
て
最
近
に
国

勢
調
査
が
行
わ
れ
た
年
の
人
口
）
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
七
年
の
人
口

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
地
方
債
の
対
象
と
な
る
施
設
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

（
地
方
債
の
対
象
と
な
る
施
設
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
六
条

（
略
）

第
六
条

法
第
十
二
条
第
一
項
の
地
場
産
業
に
係
る
事
業
又
は
観
光
若
し
く
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

出
資
金
額
の
過
半
を
市
町
村
が
出
資
す
る
こ
と
と
な
る
法
人

二

出
資
金
額
の
四
分
の
三
以
上
を
市
町
村
及
び
農
業
協
同
組
合
、
漁
業
協

同
組
合
そ
の
他
の
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
が
出
資
す
る
こ
と
と
な
る

法
人

２
・
３

（
略
）

２

法
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
市
町
村
道
（
融
雪
施
設
そ

の
他
の
道
路
の
附
属
物
を
含
む
。
）
、
農
道
、
林
道
及
び
漁
港
関
連
道
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

集
落
と
集
落
又
は
公
共
施
設
と
を
結
ぶ
市
町
村
道
（
融
雪
施
設
そ
の
他

の
道
路
の
附
属
物
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
農
道
、
林
道
及

び
漁
港
関
連
道

二

産
業
の
振
興
に
資
す
る
施
設
と
集
落
又
は
公
共
施
設
と
を
結
ぶ
市
町
村

道
三

お
お
む
ね
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
地
積
に
わ
た
る
土
地
を
受
益
地
と
す



る
農
道

四

当
該
林
道
に
係
る
森
林
の
利
用
区
域
面
積
が
お
お
む
ね
三
十
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
の
林
道

３

法
第
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
地
場
産
業
の
振
興
に
資
す
る
施
設
で
政
令

で
定
め
る
も
の
は
、
技
能
修
得
施
設
、
試
験
研
究
施
設
、
生
産
施
設
、
加
工

施
設
及
び
流
通
販
売
施
設
と
す
る
。

４

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
の
集
落
の
整
備
の
た
め
の
政
令
で
定
め

４

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
一
号
の
集
落
の
整
備
の
た
め
の
政
令
で
定
め

る
用
地
及
び
住
宅
は
、
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
（
以
下

る
用
地
及
び
住
宅
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
市
町
村
計
画

（
以
下

「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
集
落
の
整
備
の

単
に
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
市
町
村
が
集
落
の
整
備
の

用
に
供
す
る
農
地
、
宅
地
（
移
転
跡
地
を
含
む
。
）
及
び
公
共
用
地
並
び
に

用
に
供
す
る
農
地
、
宅
地
（
移
転
跡
地
を
含
む
。
）
及
び
公
共
用
地
並
び
に

住
宅
（
附
帯
設
備
を
含
む
。
）
と
す
る
。

住
宅
（
附
帯
設
備
を
含
む
。
）
と
す
る
。

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ

５

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
二
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
の
う
ち
公
用
又
は
公
共
用
に
供
す
る
も
の
（
地
方
財
政
法
施
行
令
第

る
も
の
の
う
ち
公
用
又
は
公
共
用
に
供
す
る
も
の
（
地
方
財
政
法
施
行
令
第

四
十
六
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
公
営
企
業
に
係
る
も

四
十
六
条
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
公
営
企
業
に
係
る
も

の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

の
を
除
く
。
）
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一

太
陽
光
を
電
気
に
変
換
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

二

風
力
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

三

水
力
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

四

地
熱
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設

又
は
設
備

五

太
陽
熱
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施

設
又
は
設
備

六

大
気
中
の
熱
そ
の
他
の
自
然
界
に
存
す
る
熱
（
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の

を
除
く
。
）
を
給
湯
、
暖
房
、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の

施
設
又
は
設
備

七

バ
イ
オ
マ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

七

バ
イ
オ
マ
ス
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

源
の
利
用
及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
七
号

法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
二
十
二
号
）
第
四
条
第
七
号

に
規
定
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又

に
規
定
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
又

は
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
熱
源
と
す
る
熱
を
給
湯
、
暖
房

は
バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
熱
源
と
す
る
熱
を
給
湯
、
暖
房

、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備

、
冷
房
そ
の
他
の
用
途
に
利
用
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備



八

（
略
）
）

八

バ
イ
オ
マ
ス
を
原
材
料
と
す
る
燃
料
を
製
造
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設

備

６

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
四
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ

６

法
第
十
二
条
第
一
項
第
二
十
三
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、
次
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
～
九

（
略
）

一

集
落
と
集
落
又
は
公
共
施
設
と
を
結
ぶ
市
町
村
が
管
理
す
る
都
道
府
県

道
（
融
雪
施
設
そ
の
他
の
道
路
の
附
属
物
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ

。
）

二

産
業
の
振
興
に
資
す
る
施
設
と
集
落
又
は
公
共
施
設
と
を
結
ぶ
市
町
村

が
管
理
す
る
都
道
府
県
道

三

林
業
用
と
し
て
継
続
的
な
使
用
に
供
さ
れ
る
作
業
路

四

農
業
（
畜
産
業
を
含
む
。
）
、
林
業
又
は
漁
業
の
経
営
の
近
代
化
の
た

め
の
施
設

五

商
店
街
振
興
の
た
め
に
必
要
な
共
同
利
用
施
設

六

住
民
の
交
通
の
便
に
供
す
る
た
め
の
自
動
車
（
雪
上
車
を
含
む
。
）
及

び
渡
船
施
設

七

除
雪
機
械

八

簡
易
水
道
施
設

九

市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
母
子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
削
る
）

十

市
町
村
立
の
幼
稚
園

十

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
市
町
村
立
の

十
一

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
又
は
義
務
教
育
学
校

中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
若
し
く
は
特
別
支
援
学
校
の
学
校
給
食
の
実

の
学
校
給
食
の
実

施
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備
（
法
第
十
二
条
第
一
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る

施
に
必
要
な
施
設
及
び
設
備

施
設
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
一

公
立
の
小
学
校
、
中
学
校
若
し
く
は
義
務
教
育
学
校
又
は
市
町
村
立

（
新
設
）

の
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
若
し
く
は
特
別
支
援
学
校
の
教
員
又
は
職

員
の
た
め
の
住
宅

（
削
る
）

十
二

小
規
模
な
公
立
の
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
の
校
舎
で
構
造
上
危

険
な
状
態
に
あ
る
た
め
改
築
を
要
す
る
も
の
（
当
該
改
築
に
係
る
建
築
計

画
が
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
必
要
な
教
室
の
構
造
の
整
備
に
関
す
る
事

項
を
含
む
も
の
に
限
る
。
）



（
情
報
通
信
技
術
利
用
事
業
）

（
削
る
）

第
十
条

法
第
三
十
条
の
政
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る

事
業
と
す
る
。

一

電
話
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
業
務

で
あ
っ
て
次
に
掲
げ
る
も
の

イ

商
品
、
権
利
若
し
く
は
役
務
に
関
す
る
説
明
若
し
く
は
相
談
又
は
商

品
若
し
く
は
権
利
の
売
買
契
約
若
し
く
は
役
務
を
有
償
で
提
供
す
る
契

約
に
つ
い
て
の
申
込
み
、
申
込
み
の
受
付
若
し
く
は
締
結
若
し
く
は
こ

れ
ら
の
契
約
の
申
込
み
若
し
く
は
締
結
の
勧
誘
の
業
務

ロ

新
商
品
の
開
発
、
販
売
計
画
の
作
成
等
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る

た
め
に
す
る
市
場
等
に
関
す
る
調
査
の
業
務

二

前
号
の
業
務
に
付
随
し
て
行
う
業
務
で
あ
っ
て
、
当
該
業
務
に
よ
り
得

ら
れ
た
情
報
の
整
理
又
は
分
析
の
業
務

（
新
た
に
過
疎
地
域
の
市
町
村
と
な
っ
た
場
合
の
国
の
負
担
等
に
関
す
る
規

（
新
た
に
過
疎
地
域
の
市
町
村
と
な
っ
た
場
合
の
国
の
負
担
等
に
関
す
る
規

定
の
適
用
）

定
の
適
用
）

第
十
条

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

法
第
二

第
十
一
条

法
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二

条
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
過
疎
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
市
町
村
と
し
て
公

条
の
規
定
に
よ
り
新
た
に
過
疎
地
域
を
そ
の
区
域
と
す
る
市
町
村
と
し
て
公

示
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
き
法
第
十
条
（
別
表
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
、
第

示
さ
れ
た
市
町
村
に
つ
き
法
第
十
条
（
別
表
を
含
む
。
）
、
第
十
一
条
、
第

十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十

十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
、
第
十
五
条
第
八
項
及
び
第
九
項
、
第
十

六
条
第
五
項
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
を

六
条
第
五
項
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
九
条
の
規
定
を

適
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

適
用
す
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
公
示
の
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
示
の
年
度
」
と

る
公
示
の
日
の
属
す
る
年
度
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
公
示
の
年
度
」
と

い
う
。
）
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
（
公
示
の
年
度
の
前
年
度
以

い
う
。
）
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
又
は
補
助
（
公
示
の
年
度
の
前
年
度
以

前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
公
示
の
年
度
以
降
の
年
度
に
支

前
の
年
度
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
き
公
示
の
年
度
以
降
の
年
度
に
支

出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
を
除
く
。
）
か
ら
適
用
す
る

出
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
国
の
負
担
又
は
補
助
を
除
く
。
）
か
ら
適
用
す
る

。

。

（
市
町
村
の
合
併
が
あ
っ
た
場
合
の
特
例
）

（
市
町
村
の
合
併
が
あ
っ
た
場
合
の
特
例
）

第
十
一
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
同
項
前
段
に
規
定
す

第
十
二
条

法
第
三
十
三
条
第
二
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
同
項
前
段
に
規
定
す

る
過
疎
地
域
で
あ
っ
た
区
域
を
過
疎
地
域
と
み
な
し
て
法
の
規
定
を
適
用
す

る
過
疎
地
域
で
あ
っ
た
区
域
を
過
疎
地
域
と
み
な
し
て
法
の
規
定
を
適
用
す



る
場
合
に
は

、
法
第
二
条
第
二
項
中
「
過
疎
地
域
を
そ
の
区
域
と
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
法
第
二
条
第
二
項
中
「
過
疎
地
域
を
そ
の
区
域
と
す

る
市
町
村
（
以
下
「
過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「

る
市
町
村
（
以
下
「
過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「

過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
」
と
、
法
第
六
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第

過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
」
と
、
法
第
六
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第

五
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第

五
項
、
第
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
第
一
項
、
第

十
七
条
並
び
に
第
十
九
条
中
「
過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎

十
七
条
並
び
に
第
十
九
条
中
「
過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎

地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
市
町
村
」
と
、
法
第
六
条
第
一
項
中
「
過

地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
を
含
む
市
町
村
」
と
、
法
第
六
条
第
一
項
中
「
過

疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る

疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る

区
域
に
係
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
と
、
法
第
二
十
八
条
中
「

区
域
に
係
る
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
」
と
、
法
第
二
十
八
条
中
「

過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
」
と

過
疎
地
域
の
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
過
疎
地
域
と
み
な
さ
れ
る
区
域
」
と

す
る
。

す
る
。


